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はじめに  
 
 現 在 の ト ル コ 共 和 国 が 位 置 す る ア ナ ト リ ア に お け る 考 古 学 研 究 を

「 ア ナ ト リ ア 考 古 学 」と い う 。そ の な か で も 本 稿 で は 1 9 6 0 年 代 末 か
ら 7 0 年 代 半 ば に か け て 初 め て 行 わ れ た 行 政 発 掘 調 査 で あ る ケ バ
ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト を 取 り 上 げ 、 政 府 に よ る 開 発 計 画 と の か か わ り か

ら そ の 意 義 と 問 題 点 に つ い て 考 察 す る こ と を 目 的 と す る 。 ア ナ ト リ

ア に お い て は 、 そ の 地 理 的 特 殊 性 か ら 過 去 か ら 現 在 に 至 る ま で 様 々

な 国 や 民 族 が 存 在 し 、 ほ と ん ど 空 白 期 を は さ ま ず に 文 化 層 が 連 続 し

て 現 れ て い る 。 そ の た め 考 古 学 的 関 心 が 集 中 し 、 こ れ ま で ト ル コ や

西 欧 諸 国 、 日 本 な ど 多 く の 国 の 研 究 者 に よ っ て 数 多 く の 遺 跡 が 発 掘

調 査 さ れ て き た 。 ア ナ ト リ ア に お け る 遺 跡 の 多 く が 遺 丘 と 呼 ば れ る

丘 状 の 形 態 で 現 れ 、 そ の 発 掘 研 究 が ア ナ ト リ ア 考 古 学 の 基 幹 と な っ

て い る 。今 回 取 り 上 げ る 行 政 発 掘 調 査 の 対 象 と な っ て い る 地 域 は「 肥

沃 な 三 角 地 帯 」と 呼 ば れ る チ グ リ ス（ ト ル コ 名：デ ィ ジ ュ レ 川 、D i c l e  
N e h r i）・ ユ ー フ ラ テ ス 川 （ ト ル コ 名 ： フ ラ ッ ト 川 、 F ı r a t  N e h r i） の
上 流 域 に あ り 、数 多 く の 遺 丘 が 存 在 し 、そ の 考 古 学 的 重 要 性 は 高 い 。

そ の よ う な 背 景 を 受 け て 立 ち 上 が っ た ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト に 関 し

て は 、 そ の 調 査 結 果 の 報 告 が 出 版 さ れ て い る 他 、 大 村 氏 に よ る そ の

問 題 点 を 指 摘 す る 研 究 が あ る も の の 1、行 政 発 掘 そ の も の の 議 論 と し

て 高 ま り を 見 せ る ま で に は 至 っ て い な い 。  
 本 稿 で は ま ず 、 ア ナ ト リ ア 考 古 学 の 研 究 史 を 共 和 国 成 立 以 前 と 以

後 に 分 け て 概 観 し 、 行 政 発 掘 に 至 る ま で の 中 心 と な っ た 研 究 者 と 研

究 動 向 の 変 化 を 述 べ る 。  
 次 に ト ル コ 初 の 行 政 発 掘 で あ る ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 、

そ れ に い た る ト ル コ 国 内 の 経 済 的 背 景 を 明 ら か に し 、 調 査 報 告 書 を

参 考 に し て 具 体 的 な 調 査 内 容 、 そ の 成 果 に つ い て 明 ら か に す る 。  
 最 後 に ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お け る ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 意 義 と

問 題 点 を 提 示 し 、 行 政 発 掘 調 査 の あ り 方 に つ い て 考 察 す る 。  
 今 日 で は 、 発 掘 な ど で 得 ら れ る 考 古 資 料 の 分 析 ･調 査 の み な ら ず 、

考 古 学 そ れ 自 体 に 問 題 を 見 出 す 客 観 的 な 研 究 が 活 発 に な っ て い る 。

た と え ば ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お い て は 、 ナ シ ョ ナ リ ズ ム と の 関 連 性

か ら 考 古 学 を 見 直 す と い う 研 究 が I ･ホ ッ ダ ー （ I .  H o d d e r） や M ･オ
ズ ド ア ン（ M .  Ö z d o ğ a n）ら に よ っ て 報 告 さ れ て い る 2。こ の よ う な 研

                                
1  大 村 幸 弘 「 ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お け る 行 政 発 掘 」『 オ リ エ ン ト 』 2 5 - 2、 1 9 8 2、 p .  
1 1 8 - 1 2 8  
2  I a n  H o d d e r ,  “ T h e  P a s t  A s  P a s s i o n  A n d  P l a y :  Ç a t a l h ö y ü k  a s  a  s i t e  o f  c o n f l i c t  
i n  t h e  c o n s t r u c t i o n  o f  m u l t i p l e  p a s t s ” ,  M e h m e t  Ö z d o ğ a n ,  “ I d e o l o g y  A n d  
A r c h a e o l o g y  i n  T u r k e y ” ,  L y n n  M e s k e l ( e d . ) ,  A r c h a e o l o g y  U n d e r  F i r e :  
N a t i o n a l i s m ,  p o l i t i c s  a n d  h e r i t a g e  i n  t h e  E a s t e r n  M i d i t e r r a n e a n  a n d  M i d d l e  
E a s t ,  1 9 9 8 ,  L o n d o n   
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究 動 向 が み ら れ る な か 、 発 掘 調 査 の 研 究 結 果 の み で は な く 開 発 計 画

と 文 化 財 保 護 と い う 問 題 に 対 す る 考 古 学 の 関 わ り を 研 究 す る こ と は

充 分 に 意 義 深 い も の と 考 え る 。  
 
 本 論 に 入 る 前 に ま ず 、 行 政 発 掘 と は 何 か を 明 ら か に す る 必 要 が あ

る 。 日 本 で は 、 建 築 工 事 の 前 に 発 掘 調 査 を し て 、 そ の 土 地 に お け る

考 古 学 的 様 相 を 記 録 す る こ と が 法 律 に よ っ て 義 務 付 け ら れ て い る 。

こ の よ う な 開 発 下 に お か れ て い る 遺 跡 お よ び 遺 物 の 調 査 、 つ ま り 救

済 を 目 的 と し た 発 掘 調 査 を 指 し て 「 行 政 発 掘 」 と 呼 ん で い る 。 一 方

ト ル コ で は 上 記 の よ う な 開 発 に 瀕 し た 考 古 学 資 料 の 救 済 お よ び 保 護

を t a r i h  e s e r l e r i  k u r t a r m a  v e  k o r u m a（ 歴 史 遺 物 救 済 お よ び 保 護 ）と い
い 、そ れ に 当 た っ て 行 わ れ る 発 掘 調 査 を k u r t a r m a  k a z ı s ı（ 救 済 発 掘 ）
と い う 。こ れ ら の 概 念 は ケ バ ン ･プ ロ ジ ェ ク ト の 発 足 に よ り 初 め て ト

ル コ に 生 ま れ た も の で あ る 。  
 
1 章  アナトリアにおける発 掘 調 査 の概 要とアナトリア考 古 学 史  
  
 前 述 し た よ う に 、現 在 ま で 国 内 外 を 問 わ ず 多 く の 研 究 者 が 参 加 し 、

発 掘 調 査 が 行 わ れ て い る ア ナ ト リ ア に あ っ て 、 ま ず ど の よ う に 考 古

学 的 発 掘 調 査 が 開 始 さ れ 、 研 究 が 進 め ら れ て き た の か を 明 ら か に す

る 必 要 が あ る 。 本 章 で は そ の ア ナ ト リ ア 考 古 学 史 の 概 略 を 共 和 国 成

立 以 前 と 以 後 に 分 け 、 そ の 担 い 手 が 主 に 西 欧 の 研 究 者 で あ っ た 共 和

国 成 立 以 前 か ら ト ル コ 人 考 古 学 者 が 生 ま れ 、 行 政 発 掘 が 開 始 さ れ る

に 至 る 1 9 6 0 年 代 後 半 ま で を 概 観 す る 。  
 
ⅰ． 共 和 国 成 立 以 前  
 
 ア ナ ト リ ア に お い て 、本 格 的 な 発 掘 調 査 が 行 わ れ 始 め た の は 1 9 世
紀 の 中 ご ろ で あ る 。 こ の 時 期 は 主 に エ ー ゲ 海 沿 岸 地 域 が ヨ ー ロ ッ パ

の 研 究 者 や 蒐 集 家 ら の 考 古 学 的 関 心 の 的 に な っ て お り 、 こ の 地 域 の

遺 跡 が 比 較 的 多 く 地 表 に 露 出 し て 現 れ て い た た め 旅 行 家 の 関 心 を 引

い た こ と 、 1 9 , 2 0 世 紀 初 頭 の 西 欧 の 考 古 学 者 が エ ジ プ ト 、 メ ソ ポ タ
ミ ア に 強 い 関 心 を 抱 い て い た こ と な ど が そ の 引 き 金 に な っ た も の と

考 え ら れ る 。ま ず 1 8 6 9 年 に は イ ギ リ ス の Ｊ・ T・ウ ッ ド（ J .  T.  Wo o d）
が エ フ ェ ス （ E f e s） の 発 掘 調 査 を 開 始 し 、 1 8 7 0 年 に は ド イ ツ の H・
シ ュ リ ー マ ン（ H .  S c h l i e m a n n）が ト ロ イ（ T r o y）を 、 1 8 7 8 年 に は 同
じ く ド イ ツ の C・ フ マ ン （ C .  H u m a n n） が ベ ル ガ マ （ B e r g a m a） の 発
掘 調 査 に 着 手 し た 。 こ れ ら の ほ か 、 1 9 世 紀 末 に は ネ ア ン デ リ ア
（ N e a n d e r i a）、ア ソ ス（ A s o s）、ミ レ ト ス（ M i l e t o s）の 発 掘 が 始 ま り 、
2 0 世 紀 に は い る と ア メ リ カ の H・ C・ バ ト ラ ー （ H .  C .  B a t l e r） に よ
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っ て サ ル デ ィ ス （ S a r d i s） の 発 掘 調 査 が 開 始 さ れ た 。 ト ロ イ を 除 い
た 遺 跡 の ほ と ん ど が ヘ レ ニ ズ ム 、 ロ ー マ 、 ビ ザ ン ツ な ど の 文 化 層 を

中 心 に 調 査 さ れ て お り 、 多 く は 今 日 ま で 継 続 し た 調 査 が 続 け ら れ て

い る 。 以 上 の こ と よ り 当 時 の 調 査 の 主 眼 は 古 代 ア ナ ト リ ア と ギ リ シ

ア 世 界 と の 結 び つ き に あ り 、 ア ナ ト リ ア 考 古 学 黎 明 期 に お け る 担 い

手 は 主 に ド イ ツ 隊 を 中 心 と し た ヨ ー ロ ッ パ の 考 古 学 者 た ち で あ っ た

と い う こ と が で き る 3。  
 2 0 世 紀 に は い る と 、 ド イ ツ の 言 語 学 者 H .  ヴ ィ ン ク ラ ー （ H .  
W i n k l e r）に よ り ヒ ッ タ イ ト 帝 国 の 首 都 ボ ア ズ キ ョ イ（ B o ğ a z k ö y：古
代 名 ハ ッ ト ゥ シ ャ ） の 発 掘 調 査 が 開 始 さ れ た （ 1 9 0 6 年 ）。 一 万 枚 を
超 す 粘 土 板 と と も に 歴 史 に 埋 も れ て い た ヒ ッ タ イ ト 帝 国 が「 再 発 見 」

さ れ た こ と は セ ン セ ー シ ョ ナ ル な 出 来 事 で あ り 、 現 在 ま で ヒ ッ タ イ

ト 研 究 が 中 央 ア ナ ト リ ア の 考 古 学 研 究 の 主 翼 を 担 っ て い る と い う 点

で 、 こ の 発 掘 調 査 の 持 つ 意 味 は 大 き い 。 ボ ア ズ キ ョ イ で は そ の 後 二

度 の 世 界 大 戦 な ど で 調 査 が 中 断 さ れ た 時 期 を は さ み な が ら も 、 今 日

ま で ド イ ツ 隊 が 継 続 的 な 発 掘 調 査 を 行 っ て い る 。 そ の な か で も ヴ ィ

ン ク ラ ー の 後 を 受 け て 1 9 3 1 年 よ り 調 査 を 行 っ た K・ ビ ッ テ ル （ K .  
B i t t e l）の 組 織 的 、科 学 的 な 調 査 方 法 は そ の 後 の 発 掘 調 査 に も 多 大 な
影 響 を 与 え 、 こ こ に ア ナ ト リ ア 考 古 学 の 基 礎 が で き あ が っ た と い う

こ と が で き る 4。ま た 、こ の 発 掘 調 査 に よ り ア ナ ト リ ア に お け る 考 古

学 的 関 心 は 中 央 ア ナ ト リ ア に 向 け ら れ る よ う に な っ た 。 こ れ に 伴 い

調 査 地 域 も し だ い に エ ー ゲ 海 沿 岸 か ら 中 央 、 南 東 ア ナ ト リ ア へ と 拡

大 し 、 ア ナ ト リ ア は オ リ エ ン ト 世 界 と の つ な が り か ら も 捉 え ら れ る

よ う に な っ た 。  
 以 上 述 べ て き た と お り 、 1 9 世 紀 末 か ら 2 0 世 紀 初 頭 に か け て の ア
ナ ト リ ア 考 古 学 黎 明 期 で は ヨ ー ロ ッ パ の 研 究 者 が エ ー ゲ 海 沿 岸 地 域

の 遺 跡 を 中 心 と し て 発 掘 調 査 を 開 始 し 、 ヘ レ ニ ズ ム 、 ロ ー マ 、 ビ ザ

ン ツ 時 代 を 調 査 対 象 と し て き た 。 つ ま り ア ナ ト リ ア 考 古 学 研 究 の 主

眼 は 古 代 ア ナ ト リ ア と ギ リ シ ア 世 界 と の 関 連 性 に 置 か れ て い た と い

え る 。 し か し ボ ア ズ キ ョ イ の 発 見 な ど に よ り 調 査 対 象 地 域 は 中 央 、

南 東 ア ナ ト リ ア へ と 拡 大 し 、 オ リ エ ン ト 世 界 と の つ な が り か ら も 考

え ら れ る よ う に な っ た 。  
 
ⅱ． 共 和 国 成 立 以 後  
 
 ト ル コ 共 和 国 が 成 立 し 、 1 9 3 1 年 に ト ル コ 歴 史 協 会 （ T ü r k  Ta r i h  
K u r u m u）が 設 立 さ れ た こ と に よ り 、ア ナ ト リ ア 考 古 学 は 大 き な 変 化

                                
3  大 村 幸 弘 、 護 雅 夫 「 ア ナ ト リ ア に お け る 発 掘 調 査 の 遠 隔 概 要 」『 東 方 学 』 7 8－  
4  大 村 幸 弘 「 ア ナ ト リ ア 考 古 学 の 現 状 」『 オ リ エ ン ト 』 2 1 - 2、 1 9 7 8、 ｐ 7 2  
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を 迎 え た 。 ト ル コ 歴 史 協 会 は そ の 設 立 の 目 的 の 一 つ と し て 、 ト ル コ

人 考 古 学 者 に よ っ て 発 掘 調 査 を 行 う こ と を あ げ て お り 5、以 降 ト ル コ

人 考 古 学 者 に よ る 本 格 的 な 発 掘 調 査 が 行 わ れ る よ う に な っ た の で あ

る 。 1 9 3 5 年 に は H .  Z .  コ シ ャ イ （ H .  Z .  K o ş a y） ら に よ っ て ア ラ ジ ャ
ホ ユ ッ ク （ A l a c a h ö y ü k） の 発 掘 調 査 が 行 わ れ 、 初 め て ト ル コ 人 の 手
に よ る 本 格 的 で 組 織 的 な 調 査 が 行 わ れ た 。1 9 3 0 年 代 に は 中 央 ア ナ ト
リ ア 中 心 だ っ た 調 査 地 域 も 、1 9 4 0 年 代 以 降 は H・T h・ボ ッ セ ル ト（ H .  
T h .  B o s s e r t） に よ る カ ラ テ ペ （ K a r a t e p e） の 発 掘 （ 1 9 4 5 - 6 9）、 T・ オ
ズ ギ ュ ッ チ （ T.  Ö z g ü ç）、 N・ オ ズ ギ ュ ッ チ （ N .  Ö z g ü ç） ら に よ る キ
ュ ル テ ペ （ K ü l t e p e） の 発 掘 な ど （ 1 9 4 8 -）、 ア ナ ト リ ア 全 土 へ と 広 ま
り を 見 せ 、 ト ル コ 人 考 古 学 者 は ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お い て 大 き な 役

割 を 担 う よ う に な っ た 。 ま た 、 外 国 調 査 隊 に よ る 発 掘 調 査 も 活 発 に

行 わ れ 、 前 述 し た よ う に ビ ッ テ ル に よ っ て ボ ア ズ キ ョ イ の 発 掘 が 再

開 さ れ 、 1 9 4 9 年 に は R・ S・ ヤ ン グ（ R .  S .  Yo u n g ,  ア メ リ カ ）に よ っ
て ゴ ル デ ィ オ ン（ G o r d i o n）の 本 格 的 な 発 掘 が 開 始 さ れ た 。ほ か に も
イ ギ リ ス の J・ メ ラ ー ト （ J .  M e l l e r t） が 1 9 5 7 年 か ら ハ ジ ュ ラ ル
（ H a c ı l a r） で 、 1 9 6 1 年 か ら 1 9 6 5 年 に か け て チ ャ タ ル フ ユ ッ ク
（ Ç a t a l h ü y ü k） で そ れ ぞ れ 新 石 器 時 代 の 文 化 層 を 対 象 に 発 掘 調 査 を
行 っ た 。 こ れ ら の 遺 跡 は 人 類 の 農 耕 起 源 を 解 明 す る 上 で 重 要 な 遺 跡

で あ り 、世 界 的 な 注 目 を 浴 び て い る 。ま た 、同 じ く 1 9 6 1 年 か ら 1 9 6 5
年 に D・フ レ ン チ（ D .  F r e n c h ,  イ ギ リ ス ）が ジ ャ ン・ハ サ ン（ C a n  H a s a n）
で 、 金 石 併 用 時 代 の 文 化 層 を 対 象 に 発 掘 調 査 を 開 始 し た 。  
 6 0 年 代 後 半 に な る と 、そ れ ま で 学 術 発 掘 中 心 で あ っ た ト ル コ 共 和
国 に お い て 初 め て ダ ム 建 設 に 伴 う 行 政 発 掘 が 行 わ れ る よ う に な る 。

こ の 背 景 は 、 政 府 に よ っ て 電 力 資 源 開 発 な ど を 目 的 と し て チ グ リ

ス ・ ユ ー フ ラ テ ス 川 に 大 規 模 な ダ ム 建 設 の 計 画 が 持 ち 上 が っ た こ と

に あ る 。 し か し 、 計 画 の 中 心 と な っ て い る 東 ア ナ ト リ ア 地 域 で は 川

沿 い に 多 く の 遺 丘 が 未 調 査 の ま ま で 存 在 し て お り 、 水 没 地 域 の 歴 史

的 、 文 化 的 遺 物 を 救 済 し 、 東 ア ナ ト リ ア の 文 化 編 年 を 解 明 す る と い

う 目 的 で 緊 急 に 調 査 が 行 わ れ る こ と と な っ た 。1 9 6 8 年 に は ト ル コ 最
大 規 模 で あ る ケ バ ン ・ ダ ム の 水 没 地 域 の 遺 跡 調 査 、 歴 史 遺 物 救 済 を

目 的 と し た プ ロ ジ ェ ク ト が 設 立 さ れ 、 行 政 発 掘 調 査 が 開 始 さ れ た 。

つ づ い て 1 9 7 5 年 か ら は ア シ ャ ウ ・ フ ラ ッ ト ・ プ ロ ジ ェ ク ト （ A ş a ğ ı  
F ı r a t  P r o j e s i）で も 集 中 的 な 行 政 発 掘 調 査 が 行 わ れ た 。こ れ ら の 大 規
模 な プ ロ ジ ェ ク ト の 開 始 に よ っ て 、 そ れ ま で 考 古 学 的 空 白 地 帯 で あ

っ た 東 ア ナ ト リ ア 地 域 が 開 拓 さ れ 、 こ の 時 期 の 考 古 学 的 関 心 を 一 挙

に 引 く こ と と な っ た 。  
 

                                
5  U l u ğ  İ ğ d e m i r ,  C u m h u r i y e t i n  5 0 .  y ı l ı n d a  T ü r k  T a r i h  K u r u m u ,  A n k a r a ,  1 9 7 3  
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２ 章  ケバン・ダム建 設 と行 政 発 掘  
 
 本 章 で は 、 ケ バ ン ・ ダ ム の 建 設 と そ れ に 伴 う 行 政 発 掘 に 至 る 過 程

を ト ル コ の 工 業 化 と 水 資 源 開 発 と い う 経 済 的 な 観 点 か ら 考 察 し 、 ケ

バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 と そ の 成 果 を 明 ら か に し て い く こ と を 目

的 と す る 。  
  
ⅰ．ケバン・ダム建 設の 背 景  
 
 ケ バ ン・ダ ム（ K e b a n  B a r a j ı）は 東 ア ナ ト リ ア 地 方 、エ ラ ズ ー ( E l a z ı ğ )
県 ケ バ ン 町 の ユ ー フ ラ テ ス 川 上 流 に 位 置 す る 多 目 的 ダ ム で （ 人 工 湖

面 積 6 8 0 平 方 キ ロ メ ー ト ル 、図 1 参 照 ）、洪 水 調 節 や 農 業 用 水 、水 力
発 電 な ど に 利 用 さ れ て い る 。 そ の 発 電 所 は ト ル コ 最 大 の 発 電 能 力 を

有 し 6、主 に イ ス タ ン ブ ル や ア ン カ ラ な ど の 大 都 市 に 供 給 さ れ て い る 。

こ の よ う に 電 力 開 発 と し て ケ バ ン ・ ダ ム が 建 設 さ れ た 背 景 に は 、 ト

ル コ 国 内 の 工 業 化 に 伴 う 電 力 不 足 が あ る 。  
 ト ル コ は 1 9 4 8 年 の マ ー シ ャ ル・プ ラ ン に よ り ア メ リ カ か ら お よ そ
1 億 ド ル の 援 助 を 受 け 、 そ れ を 資 金 と し て 農 村 改 革 な ど を 進 め た 結
果 、 1 9 5 0 年 代 か ら 6 0 年 代 に か け て 工 業 化 に 成 功 し 、 急 速 な 経 済 成
長 を 果 た す こ と と な っ た 。 し か し 、 工 業 化 に よ る 慢 性 的 な 電 力 不 足

が 問 題 と な り 、 1 9 6 3 年 に 施 行 さ れ た 経 済 開 発 5 ヵ 年 計 画 で は 、チ グ
リ ス ・ ユ ー フ ラ テ ス 川 流 域 を 中 心 と し た 水 資 源 開 発 が も り こ ま れ て

い た 。 こ れ は 同 時 に 経 済 発 展 の 遅 れ て い た 東 ・ 南 東 ア ナ ト リ ア 地 方

の 地 域 開 発 の 目 的 も 担 っ て い た 。 国 に よ る 地 域 開 発 計 画 で あ る 南 東

ア ナ ト リ ア 政 策 （ G ü n e y d o ğ u  A n a d o l u  P r o j e s i ,  略 称 G A P） で は 、 ダ
ム に よ る 水 力 発 電 開 発 と そ の 電 力 利 用 に よ る 工 業 化 、 水 資 源 に よ る

灌 漑 化 と 農 業 開 発 と い う 二 点 を そ の 目 的 に 据 え て お り 、「 東 西 格 差 」

の 縮 小 の た め の 一 方 策 と し て 案 じ ら れ て い た 7。G A P は 1 9 7 7 年 に 1 3
の プ ロ ジ ェ ク ト（ ユ ー フ ラ テ ス 川 流 域 7、チ グ リ ス 川 流 域 6）を 策 定
し て 本 格 始 動 し て お り 、 現 在 ま で 2 2 の ダ ム と 1 9 の 水 力 発 電 プ ラ ン
ト が 完 成 も し く は 計 画 進 行 中 と な っ て い る 8。  
 
ⅱ．ケバン・プロジェクト  
 

                                
6  中 島 茂「 電 力 開 発 と 工 業 化 」末 尾 至 行 編『 ト ル コ の 水 と 社 会 』大 明 堂 、 1 9 8 7 年 、
p . 1 2 6  
7  同 、 p . 1 2 3  
8  日 本 貿 易 振 興 会『 エ ジ プ ト 、イ ス ラ エ ル の 投 資 環 境 お よ び ト ル コ に お け る 南 東 ア
ナ ト リ ア 開 発 計 画 と そ の 現 状 』 1 9 9 8 ,  p .  4 8  
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 上 記 の ケ バ ン・ダ ム 建 設 に 際 し て 、 1 9 6 6 年 に 中 東 工 科 大 学 建 築 学
部 復 元 科 に よ り 水 没 地 域 の 埋 蔵 文 化 財 の 有 無 が 調 査 さ れ 、 数 多 く の

存 在 が 確 認 さ れ た 。 翌 年 に は イ ス タ ン ブ ル 大 学 文 学 部 先 史 学 科 の

S・カ ン ト ゥ マ ン（ S ö n m e z  K a n t m a n）と ミ シ ガ ン 大 学 人 類 学 博 物 館 R・
ウ ァ ロ ン・ J r .（ R o b e r t  Wa l l o n  J r .）ら が 中 心 と な っ て 一 般 調 査 を 行 っ
た 。  
 こ の 調 査 で は 水 没 地 域 約 6 8 0ｋ ㎡ の う ち 財 政 的 、 時 間 的 制 約 か ら
お よ そ 2 0 0ｋ ㎡ を 対 象 と し 、 ま ず 水 没 地 域 を ア ル ト ゥ ン オ ヴ ァ
（ A l t ı n o v a）と ア シ ュ ヴ ァ ン（ A ş v a n）の 2 地 域 に 分 け た 。そ の 上 で
埋 蔵 文 化 財 の う ち で も 主 と し て 遺 丘 の 調 査 に 焦 点 が 当 て ら れ 、 全 地

域 合 わ せ て 確 認 さ れ た 6 0 遺 丘 の う ち ア ル ト ゥ ン オ ヴ ァ 2 5、 ア シ ュ
ヴ ァ ン 7、そ の 他 7 の 計 3 9 遺 丘 が 対 象 と な っ た 。手 法 と し て は 遺 丘
表 面 を ４ ｍ ×４ ｍ の 区 画 に 区 切 る グ リ ッ ド 方 式 が 採 用 さ れ 、 遺 丘 表
面 に あ る 土 器 片 な ど の 遺 物 を 採 取 し （ 表 面 採 取 ） そ の 遺 物 の 年 代 や

特 徴 、 統 計 学 的 な 分 布 な ど が 調 査 さ れ た 。 そ の 結 果 、 地 域 全 体 を 通

し て 青 銅 器 時 代 初 期 、 青 銅 器 時 代 中 期 の 遺 物 が 広 ま っ て い る こ と が

確 認 さ れ 、 い く つ か の 遺 丘 で は 鉄 器 時 代 や セ ル ジ ュ ー ク 、 オ ス マ ン

時 代 の 土 器 片 な ど も 発 見 さ れ た 9。  
こ の 調 査 を 受 け て 1 9 6 8 年 に 中 東 工 科 大 学 を 中 心 と し た ケ バ ン・プ
ロ ジ ェ ク ト が 設 立 さ れ た 1 0。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト に は 中 東 工 科 大 学 の

ほ か 、 ト ル コ 歴 史 協 会 （ T ü r k  Ta r i h  K u r u m u） や イ ス タ ン ブ ル 大 学 、
外 国 調 査 隊 な ど が 参 加 し 、 事 前 の 一 般 調 査 で 考 古 学 的 遺 構 が 確 認 さ

れ た 遺 跡 の う ち 、2 0 遺 跡 の 発 掘 調 査 が な さ れ た（ 図 ２ 参 照 ）。ま た 、
こ れ と と も に 歴 史 的 建 造 物 の 移 転 、 復 元 や 村 落 の 家 屋 調 査 な ど も 行

わ れ た 。調 査 は 1 9 7 5 年 に 終 了 し 、そ の 結 果 は す べ て 報 告 さ れ て い る
1 1。  
 プ ロ ジ ェ ク ト に 参 加 し た 研 究 機 関 と 遺 跡 は 以 下 の と お り 。  
＜ ア ン カ ラ 大 学 言 語 ・ 歴 史 ・ 地 理 学 部 ＞  
 ア ウ ン （ A ğ ı n ）、 カ ラ イ ジ ュ ッ ク （ K a l a y c ı k ）、 コ ル ジ ュ テ ペ
（ K o r u c u t e p e ,  1 9 7 3 - 7 5 )、 ハ ン・イ ブ ラ ヒ ム シ ャ ー（ H a n - İ b r a h i m ş a h）、
ハ ラ バ （ H a r a b a）  
＜ イ ス タ ン ブ ル 大 学 文 学 部 ＞  
 デ イ ル メ ン テ ペ （ D e ğ i r m e n t e p e）、 テ ペ ジ ッ ク （ Te p e c i k）、 テ ュ リ

                                
9  R o b e r t  W a l l o n ,  J r . ,  S ö n m e z  K a n t m a n ,  “ K e b a n  B a r a j ı  S u  B i r i k i m  A l a n ı  Y ü z e y  
A r a ş t ı r m a s ı ,  1 9 6 7 ” ,  1 9 6 8  Y a z  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 7 0 ,   p p .  1 - 6  
1 0  ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 正 式 名 称 － K e b a n  B ö l g e s i  T a r i h i  E s e r l e r i  K u r t a r m a  v e  
D e ğ e r l e n d i r m e  P r o j e s i  
1 1  1 9 6 8  Y a z  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 7 0 ,  K e b a n  P r o j e s i  1 9 6 9  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 7 1 ,  
K e b a n  P l o j e s i  1 9 7 0  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  1 9 7 2 ,  K e b a n  P r o j e s i  1 9 7 1  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 7 4 ,  
K e b a n  P r o j e s i  1 9 7 2  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  1 9 7 2 ,  K e b a n  P r o j e s i  1 9 7 3  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 7 9 ,  
K e b a n  P r o j e s i  1 9 7 4 - 7 5  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 8 2  
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ン テ ペ （ T ü l i n t e p e）  
＜ ト ル コ 文 化 省 考 古 局 ＞  
 プ ル ー ル （ P u l u r）、 イ ェ ニ キ ョ イ ・ ホ ユ ッ ク （ Ye n i k ö y  H ö y ü ğ ü）  
＜ ア ン カ ラ ・ イ ギ リ ス 考 古 学 研 究 所 ＞  
 ア シ ュ ヴ ァ ン （ A ş v a n）、 チ ャ イ ボ ユ （ Ç a y b o y u）、 キ リ セ ・ ア ラ ヌ
（ K i l i s e  A l a n ı）、パ ー ニ ッ ク（ P a ğ n i k）、タ シ ュ ク ン カ レ（ Ta ş k u n k a l e）、
タ シ ュ ク ン ・ メ ヴ キ ィ （ Ta ş k u n  M e v k i i）  
＜ イ ス タ ン ブ ル ・ ド イ ツ 考 古 学 研 究 所 ＞  
 キ ョ ル テ ペ （ K ö r t e p e）、 ノ ル シ ュ ン ・ テ ペ （ N o r ş u n  Te p e）  
＜ シ カ ゴ 大 学 ・ カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 ＞  
 コ ル ジ ュ テ ペ （ 1 9 6 8 - 7 0）  
＜ ミ シ ガ ン 大 学 ＞  
 フ ァ ト マ ル － カ レ ジ ッ ク （ F a t m a l ı - K a l e c i k）  
 こ れ ら の 調 査 に よ り 取 り 上 げ ら れ た 遺 物 は す べ て 地 元 の エ ラ ズ ー

博 物 館 に 収 蔵 さ れ た 。調 査 終 了 後 、遺 丘 は ほ と ん ど 1 9 7 5 年 に 完 成 し
た ケ バ ン ・ ダ ム の な か に 水 没 し た 。  
 
ⅲ． 調 査 結 果  

 
ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト で は 発 掘 調 査 に お い て 時 間 的 制 約 か ら 主 に

ト レ ン チ 発 掘 1 2に よ る 部 分 発 掘 が 採 用 さ れ た 。 し か し 、 終 始 ト レ ン

チ 発 掘 の み で 調 査 が 行 わ れ る 例 は 少 な く 、 ほ と ん ど の 遺 丘 で 全 面 発

掘 へ 移 行 し て 調 査 が 進 め ら れ た 。 ま た 、 ア ウ ン 、 テ ペ ジ ッ ク 、 ノ ル

シ ュ ン ・ テ ペ 、 ア シ ュ ヴ ァ ン 、 ハ ラ バ の 遺 丘 で は イ ス タ ン ブ ル 大 学

理 学 部 実 践 地 球 物 理 学 科 の A・ ヤ ラ マ ン ジ ュ （ A l i  Ya r a m a n c ı） ら に
よ っ て ア ナ ト リ ア 考 古 学 史 上 初 の 電 気 探 査 1 3に よ る 遺 構 の 調 査 が 行

わ れ た 。  
次 に 調 査 が 行 わ れ た 遺 丘 の う ち で 、 特 に 重 要 と 思 わ れ る 遺 丘 を 紹

介 す る 。  
１ ）  テ ペ ジ ッ ク  
 テ ペ ジ ッ ク は ア ル ト ゥ ン オ ヴ ァ 地 域 に 位 置 す る 高 さ 1 6 - 1 7ｍ 、 面
積 2 0 0 × 3 0 0 ㎡ の 遺 丘 で 、 1 9 6 8 年 か ら 7 4 年 に か け て イ ス タ ン ブ ル 大
学 文 学 部 史 学 科 の U・ エ ス ィ ン （ U f u k  E s i n） ら に よ っ て 調 査 が 行 わ
れ た 。 そ れ に よ る と 、 後 期 新 石 器 時 代 か ら 鉄 器 時 代 ま で の 連 続 し た

文 化 層 が 認 め ら れ た 。 そ の 後 紀 元 前 1 世 紀 半 ば か ら 中 世 ま で 放 棄 さ
れ て い た が 、1 1 世 紀 ご ろ か ら 長 く 墓 地 と し て 使 わ れ て い た こ と が 明

                                
1 2  遺 跡 に 長 方 形 の 溝 状 の 区 画 を 設 定 し て 調 査 を 行 う 方 法 。 土 層 の 体 積 状 況 を 確 認
す る の に 適 し て い る 。  
1 3  地 面 に 電 圧 を 加 え 、 電 気 の 流 れ に 対 す る 抵 抗 を 測 定 し 、 地 下 の 遺 構 を 探 査 す る
方 法 。  
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ら か と な っ た 。  
 紀 元 前 7 0 0 0 年 期 か ら 6 0 0 0 年 期 に か け て の 後 期 新 石 器 時 代 の 層 で
は 、 住 居 址 は 発 見 さ れ な か っ た が 、 色 や 形 状 な ど か ら 2 つ の グ ル ー
プ に 分 類 さ れ る 土 器 が 発 見 さ れ た 。 ま た 、 初 期 金 石 器 併 用 時 代 の 層

で は 新 石 器 時 代 か ら 続 く 土 器 の グ ル ー プ と ア ル ト ゥ ン オ ヴ ァ 地 域 に

典 型 的 な 土 器 の グ ル ー プ が 大 半 を 占 め る が 、非 常 に 少 な い 数 な が ら 、

現 在 の シ リ ア に 位 置 す る 北 メ ソ ポ タ ミ ア の ハ ラ フ 文 化 や ウ バ イ ド 文

化 と の 類 似 性 を 持 つ 土 器 片 が 発 見 さ れ た 1 4。 さ ら に 後 期 金 石 器 併 用

時 代 、 メ ソ ポ タ ミ ア の ウ ル ク 文 化 の 構 造 を 持 つ 建 物 の 基 礎 部 分 が 発

見 さ れ た 。タ ウ ル ス 山 脈 の 北 で 後 期 新 石 器 時 代 、ハ ラ フ 、ウ バ イ ド 、

ウ ル ク 文 化 の 連 続 性 が 確 認 さ れ た の は 初 め て の こ と で 、 テ ペ ジ ッ ク

の 遺 跡 が も つ 重 要 性 は 高 い と い え る 。 ま た 、 初 期 青 銅 器 時 代 の 層 か

ら は 幾 何 学 文 様 や 動 物 文 様 が 発 見 さ れ 、 中 、 後 期 青 銅 器 時 代 の 層 で

は ヒ ッ タ イ ト 文 化 が 確 認 さ れ た 。  
２ ）  ノ ル シ ュ ン ・ テ ペ  
 ノ ル シ ュ ン・テ ペ は 1 9 6 8 年 の 一 般 調 査 で 最 も 重 要 視 さ れ て い た 遺
丘 の ひ と つ で あ り 、 イ ス タ ン ブ ル ・ ド イ ツ 考 古 学 研 究 所 の H・ ハ ウ
プ ト ゥ マ ン（ H a r a l d  H a u p t m a n n）に よ っ て 、 1 9 6 9 年 か ら 7 4 年 に か け
て 発 掘 調 査 が 行 わ れ た 。 ま ず 、 ト レ ン チ 発 掘 の 結 果 、 初 期 青 銅 器 時

代 か ら 鉄 器 時 代 に か け て の 層 が 確 認 さ れ 、 テ ペ ジ ュ ッ ク 同 様 初 期 青

銅 器 時 代 の 層 か ら は 幾 何 学 文 様 、 あ る い は 動 物 文 様 の 彩 文 土 器 と 住

居 址 が 発 見 さ れ て い る 。 こ の ほ か 後 期 金 石 器 併 用 時 代 で は 彩 色 の 施

さ れ た 動 物 壁 画 が 確 認 さ れ て い る 1 5。  
 ま た 、 ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト で は 上 記 の 遺 丘 の 発 掘 調 査 の ほ か 、

遺 跡 の 移 転 、 復 元 や 村 落 調 査 な ど が 行 わ れ て い る 。 特 に 移 転 の 形 を

と っ た 遺 跡 の 復 元 作 業 は ア ナ ト リ ア で は 初 め て の 試 み で あ り 、 行 政

発 掘 調 査 に お い て 特 に 大 き な 重 要 性 を 持 っ て い る 。  
 移 転 、 復 元 作 業 は 中 東 工 科 大 学 建 築 学 部 復 元 学 科 に よ っ て 1 9 7 1
年 に バ イ ス ン グ ル ・ ジ ャ ー ミ ィ （ B a y s u n g u r  C a m i i） と チ ェ レ ビ ・ ア
リ ー ・ ジ ャ ー ミ ィ （ Ç e l e b i  A l i  C a m i i） と い う オ ス マ ン 期 の 二 つ の モ
ス ク を 対 象 に し て 行 わ れ た 。 ま た 7 0 年 か ら 7 2 年 に か け て 、 5 , 6 世
紀 の も の と 考 え ら れ る カ ラ マ ア ラ 橋（ K a r a m a ğ a r a  K ö p r ü s ü）の 測 量 、
復 元 が 行 わ れ た 。  
 
３ 章  アナトリア考 古 学 におけるケバン・プロジェクトの意義と 問 題 点  

                                
1 4  U f u k  E s i n ,  “ T e p e c i k  K a z ı s ı ,  1 9 7 0 ” ,  K e b a n  P l o j e s i  1 9 6 8  Ç a l ı ş m a l a r ı ,  A n k a r a ,  1 9 7 2 ,  
p p . 1 3 9 - 1 4 7、  U f u k  E s i n ,  “ S a l v a g e  E x c a v a t i o n s  a t  T e p e c i k ” ,  O k t a y  B e l l i ,  I s t a n b u l  
U n i v e r s i t y ’s  C o n t r i b u t i o n  t o  T u r k i s h  A r c h a e o l o g y  1 9 3 2 - 2 0 0 0  
1 5  H .  H a u p t m a n n ,  “ N o r ş u n t e p e  K a z ı l a r ı ,  1 9 7 2 ” ,  K e b a n  P r o j e s i  1 9 7 2  Ç a l ı i m a l a r ı ,  
A n k a r a ,  1 9 7 6 ,  p .  5 4  
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 以 上 述 べ て き た よ う に 、 ト ル コ に お い て 初 め て 行 わ れ た 行 政 発 掘

調 査 で あ る ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト は 様 々 な 考 古 学 的 手 法 や 調 査 が 試

み ら れ 、 か な り の 成 功 を 収 め た と 考 え ら れ て い る 。 し か し 、 同 時 に

多 く の 問 題 点 も ま た 浮 上 し 、 そ の 後 の 課 題 と し て 残 っ た 。 本 章 で は

ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の 意 義 と 問 題 点 を 考 察 す る こ と に よ っ て 行 政

発 掘 調 査 の あ り 方 を 考 え て み た い 。  
 
ⅰ． 意 義  
 
 ま ず 、 第 一 に こ の プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て そ れ ま で 学 術 発 掘 調 査 中

心 で あ っ た ア ナ ト リ ア 考 古 学 に 初 め て 行 政 発 掘 と い う 観 念 が 生 ま れ

た と い う こ と が 挙 げ ら れ る 。 電 力 開 発 に 追 随 す る 形 で 始 ま っ た ケ バ

ン・プ ロ ジ ェ ク ト で は あ っ た が 、国 家 的 な 大 プ ロ ジ ェ ク ト が 組 ま れ 、

成 果 を あ げ た こ と は 評 価 で き る 。 ま た 、 こ の 後 の ア シ ャ ウ ･フ ラ ッ

ト ・ プ ロ ジ ェ ク ト と い う 大 規 模 な 行 政 発 掘 調 査 と あ わ せ て 、 こ の 二

つ の プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 原 則 は「 文 書 化 で の 遺 物 救 済 」で あ っ た 。

こ の 原 則 は G A P 地 域 に お け る の ち の プ ロ ジ ェ ク ト に も 引 き 継 が れ 、
産 業 育 成 を 進 め な が ら も 歴 史 文 化 財 の 損 失 を 最 小 限 に 留 め る た め の

指 針 と な っ て い る 1 6。  
次 に 考 古 学 的 観 点 か ら み る と 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て そ れ ま

で 考 古 学 的 空 白 地 帯 で あ っ た ユ ー フ ラ テ ス 川 流 域 の 調 査 が 進 ん だ こ

と が 挙 げ ら れ る 。 前 述 し た よ う に 、 テ ペ ジ ュ ッ ク な ど の 遺 物 か ら 北

メ ソ ポ タ ミ ア 地 方 と の 関 連 性 が 確 認 さ れ 、 こ の こ と に よ っ て 初 め て

東 ア ナ ト リ ア が メ ソ ポ タ ミ ア 、 北 シ リ ア と の 関 わ り の 中 で 捉 え る こ

と が で き る よ う に な っ た と い っ て も 過 言 で は な い 1 7。 そ の 結 果 周 辺

地 域 と 関 わ り の 中 で ア ナ ト リ ア の 文 化 的 、 歴 史 的 位 置 付 け が 研 究 さ

れ る 傾 向 が 一 層 強 ま り 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト が そ の 後 の 研 究 動 向 の ひ

と つ の 方 向 付 け を し た と い え る 。 ま た 、 調 査 地 域 が 西 、 中 央 ア ナ ト

リ ア か ら 東 ア ナ ト リ ア へ と 大 幅 な 広 が り を 見 せ た こ と も 大 き な 成 果

の 一 つ で あ る 。 発 掘 成 果 を も と に し て 東 ア ナ ト リ ア の 文 化 編 年 が 組

み 立 て ら れ た こ と で 、 ト ロ イ や チ ャ タ ル ・ フ ユ ッ ク を 基 盤 と し た ア

ナ ト リ ア に お け る 文 化 編 年 の 再 構 築 を 促 し た こ と は 注 目 に 値 す る 。  
さ ら に 、 多 く の 研 究 者 が 参 加 し た こ の プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 ト レ ン

チ 発 掘 や 電 気 探 査 法 な ど 、 ア ナ ト リ ア 考 古 学 史 上 初 の 手 法 が 試 み ら

れ 、 そ の 成 果 の い か ん は 別 と し て ト ル コ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 若 手 研 究 者

                                
1 6  N u h a n  T u n a ,  ‘ T ü r k i y e ’ d e  A r k e o l o j i k  K ü l t ü r  M i r a s ı  Y ö n e t i m i ’ ,  C o g i t o ,  2 0 0 1 ,  p p .  
2 9 1 - 2 9 6  
1 7  護 雅 夫 「 ア ナ ト リ ア 考 古 学 の 諸 問 題 点 」 中 近 東 文 化 セ ン タ ー 編 『 ア ナ ト リ ア 考
古 学 研 究 』 1 3 巻 、 1 9 9 4、 p .  2  
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が 数 多 く 育 て ら れ た こ と も 大 き な 成 果 の 一 つ と い え る 。 メ フ メ ッ

ト・オ ズ ド ア ン（ M e h m e t  Ö z d o ğ a n）、エ ン ギ ン・オ ズ ゲ ン（ E n g i n  Ö z g e n）、
ハ ラ ル ド ・ ハ ン プ ト ゥ マ ン 、 ウ フ ッ ク ・ エ ス ィ ン 、 ウ ミ ッ ト ・ セ ル

ダ ル オ ウ ル （ Ü m i t  S e r d a r o ğ l u） ら は そ の 例 で あ る 1 8。  
 
ⅱ． 問 題 点  
 
 こ の よ う に か な り の 成 果 を 挙 げ た と 評 価 で き る 同 プ ロ ジ ェ ク ト で

は あ る が 、 そ こ に は 多 く の 問 題 点 も ま た 指 摘 さ れ て い る 。  
ま ず は 時 間 的 、財 政 的 制 約 の 問 題 で あ る 。行 政 発 掘 と い う 性 質 上 、

継 続 的 な 調 査 は 難 し く 、 そ れ を 克 服 す る 手 段 と し て 上 記 の よ う な ト

レ ン チ 発 掘 や 電 気 探 査 と い っ た 手 法 が 用 い ら れ た の だ が 、 実 際 の と

こ ろ は 目 立 っ た 成 果 を 上 げ な か っ た 。 ま た 、 多 く の 場 合 発 掘 の 主 眼

点 が 出 土 し た 遺 物 、 遺 構 の み に 移 っ た こ と も 原 因 の ひ と つ で 、 ト レ

ン チ 発 掘 に よ る 部 分 発 掘 の ち に 全 面 発 掘 に 移 行 し た 例 が ほ と ん ど で

あ っ た 1 9。 財 政 的 な 面 で い う と 、 6 7 年 に ト ル コ 政 府 財 務 省 は 1 0 0 万
リ ラ（ 約 4 0 0 0 万 円 ）、 6 8 年 に は ト ル コ 大 国 民 議 会 の 予 算・企 画 委 員
会 は 2 0 0 万 リ ラ（ 約 4 0 0 0 万 円 ）の 発 掘 調 査 費 を 可 決 し た 。加 え て 同
年 大 衆 紙 ミ リ エ ッ ト（ M i l l i y e t）は ケ バ ン 地 方 遺 物 救 済 キ ャ ン ペ ー ン
を 展 開 し 約 5 6 万 リ ラ（ 約 5 5 0 万 円 ）の 募 金 を 集 め た 2 0。し か し 、そ

れ で も 長 期 間 の 発 掘 調 査 に は 十 分 な 額 に 達 し て は い な か っ た と い え

る 。 さ ら に 、 プ ロ ジ ェ ク ト に 参 加 し た ト ル コ の 調 査 担 当 者 が す べ て

大 学 の 研 究 者 で あ っ た こ と で 、 慢 性 的 な 専 門 家 の 不 足 の 問 題 も あ っ

た 。  
次 に 、 外 国 の 研 究 機 関 に 対 す る 発 掘 調 査 依 頼 の あ り か た で あ る 。

様 々 な 国 や 研 究 機 関 が 携 わ っ て い る の が ア ナ ト リ ア 考 古 学 の 特 徴 的

な 面 で は あ る が 、 7 0 年 代 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 高 揚 に よ り 、ま た お そ
ら く は 6 0 年 代 の「 遺 物 持 ち 去 り 疑 惑 」 2 1の 影 響 に よ り 外 国 隊 へ の 調

査 依 頼 は 激 減 し た 。 そ れ ま で は 主 に 学 術 調 査 に 対 す る 問 題 で あ っ た

が 、 行 政 発 掘 の 場 に お い て も そ の 傾 向 は 高 ま り つ つ あ る よ う に み ら

れ る 。 外 国 調 査 隊 へ の 調 査 依 頼 が 上 記 の よ う な 財 政 問 題 や 人 材 不 足

を 補 う 一 方 策 で あ り 、 ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 問 題 の 克 服 は ト ル コ の 考 古

学 に と っ て ひ と つ の 鍵 を 握 る も の で あ る と い え る 。  

                                
1 8  同 、 p .  1  
1 9  大 村 幸 弘「 ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お け る 行 政 発 掘 調 査 」『 オ リ エ ン ト 』 2 5 - 2 ,  1 9 8 2 ,  
p . 1 2 1  
2 0  同 、 p .  1 2 3  
2 1  1 9 6 6 年 、 チ ャ タ ル ・ フ ユ ッ ク の 発 掘 調 査 に 携 わ っ て い た J・ メ ラ ー ト が 出 土 品
を 国 外 に 持 ち 出 し た 嫌 疑 を か け ら れ 、 国 外 永 久 追 放 と な っ た 出 来 事 。 こ れ に よ り

チ ャ タ ル ・ フ ユ ッ ク の 調 査 は 1 9 9 3 年 ま で 中 断 さ れ 、 ほ か の 外 国 隊 へ の 発 掘 調 査 認
可 も 厳 し く な っ た 。  
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 さ ら に 、 遺 跡 の 移 転 、 復 元 、 保 存 の 問 題 も ま た 重 要 な 課 題 の ひ と

つ で あ る 。 ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト で は 2 つ の モ ス ク と 1 つ の 橋 が 移
転 、 復 元 さ れ た が 、 そ の 建 造 物 が 選 ば れ た 基 準 は 明 確 に 示 さ れ て い

な か っ た 。 歴 史 的 建 造 物 の 修 復 、 保 存 の 問 題 は 主 要 産 業 の ひ と つ が

観 光 で あ る ト ル コ に と っ て 重 要 な 課 題 で あ る 。 そ の た め ど の よ う な

遺 跡 や 歴 史 的 建 造 物 を ど の よ う な 手 法 で 移 転 、 復 元 、 保 存 す る の か

と い う 価 値 基 準 の 制 定 は 急 務 で あ り 、 文 化 財 保 護 行 政 の 方 向 性 を 示

す 上 で も 大 き な 意 味 を 持 つ も の で あ る 。  
  
おわりに  
 
 ト ル コ の 開 発 計 画 に お い て 、G A P の 推 進 す る ダ ム 事 業 は 実 に 様 々
な 問 題 を 内 包 し て い る 。 ひ と つ に は チ グ リ ス ・ ユ ー フ ラ テ ス 川 の 水

利 問 題 で あ り 、 下 流 地 域 で あ る シ リ ア や イ ラ ク と の 国 際 問 題 に も 発

展 し て い る 。 ま た 、 地 域 開 発 と 銘 打 た れ た ダ ム 建 設 が ど の 程 度 そ の

地 域 に 還 元 さ れ て い る の か を 疑 問 視 す る 声 も 少 な く な い 。 対 象 地 域

と な っ て い る 東 、 南 東 ア ナ ト リ ア の 民 族 問 題 も ま た 大 き な 問 題 の う

ち の ひ と つ で あ る 。 本 稿 で は こ の よ う に 山 積 す る 問 題 の ひ と つ で あ

る 行 政 発 掘 を と り あ げ 、 ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お け る 行 政 発 掘 の 意 義

と 問 題 点 、 そ の あ り 方 を 考 察 す る こ と を 目 的 と し て い た 。  
 そ の た め ま ず 1 章 で は 過 去 か ら 行 政 発 掘 に 至 る ア ナ ト リ ア 考 古 学
史 を 共 和 国 成 立 以 前 と 以 後 に 分 け て 概 観 し 、 共 和 国 成 立 以 前 か ら 続

く 外 国 調 査 隊 に よ る 発 掘 調 査 の 沿 革 と 、 共 和 国 成 立 以 後 ト ル コ 人 に

よ る 発 掘 調 査 の 開 始 と そ の 発 展 を 述 べ た 。 2 章 で は ト ル コ 初 の 行 政
発 掘 で あ る ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 、 プ ロ ジ ェ ク ト 開 始 に い

た る 背 景 を 工 業 化 と そ れ に 伴 う 電 力 開 発 と い う 経 済 的 要 因 か ら 明 ら

か に し た 上 で 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 参 加 機 関 、 対 象 と な っ た 遺 跡 と そ の

発 掘 調 査 の 具 体 的 内 容 と そ の 成 果 を 述 べ た 。 そ れ を う け て 3 章 で は
ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト の も た ら し た 意 義 と 問 題 点 を 提 示 し た 。 そ の

意 義 は こ の プ ロ ジ ェ ク ト で 考 古 学 の 舞 台 に 行 政 発 掘 と い う 新 た な 観

念 が 生 ま れ 、 考 古 学 的 に 空 白 で あ っ た 東 ア ナ ト リ ア の 発 掘 調 査 が 進

展 し た こ と で あ り 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト を 通 し て 多 く の 若 手 研 究 者 が

育 て ら れ た と い う 点 で あ る 。 問 題 点 と し て は 、 時 間 的 、 財 政 的 制 約

と 、 ト ル コ に お け る 発 掘 専 門 家 の 不 足 が 挙 げ ら れ る 。 そ れ を 補 う と

い う 点 で も 外 国 調 査 隊 へ の 発 掘 依 頼 が ひ と つ の 選 択 肢 で は あ る の だ

が 、 ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 台 頭 を 前 に し て そ の ハ ー ド ル は 高 い 。 ま た 、

遺 跡 の 移 転 、 復 元 、 保 存 に お け る 基 準 が 曖 昧 で あ る こ と を 指 摘 し 、

そ の 基 準 の 制 定 が 観 光 産 業 と の 関 わ り か ら も 重 要 で あ る こ と を 述 べ

た 。  
 し か し 、 本 稿 で は ケ バ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト 以 降 の 行 政 発 掘 調 査 を フ
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ォ ロ ー し 、 そ の 変 化 を 捉 え る こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 他 国 の 事

例 を 取 り 上 げ 、 比 較 研 究 す る こ と も 今 後 の 課 題 と し て 残 っ た 。 ト ル

コ 文 化 省 に よ る 文 化 財 保 護 行 政 に つ い て も 詳 し く 見 て い く 必 要 が あ

る 。  

 今 後 ト ル コ に お け る 行 政 発 掘 調 査 が 開 発 追 従 の 立 場 か ら 脱 却 し 、

ア ナ ト リ ア 考 古 学 に お い て そ の 重 要 性 を 確 立 し て い く た め に も あ い

ま い と な っ て い る 手 法 や 価 値 基 準 の 確 立 が 必 要 で あ る 。 そ の う え で

充 分 な 調 査 が 進 め ら れ る た め に は 、 行 政 、 ト ル コ 国 内 の 研 究 機 関 、

外 国 調 査 機 関 の 三 者 の 連 携 が よ り 深 め ら れ る こ と が 求 め ら れ る 。  
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